


















































調査対象の後項動詞は、村田 (2008) と同様、姫野 (1999) を参考に選択した 22 の動詞のほか、
アスペクトを表す「始める」「続ける」「終わる」と過剰・過度を表す「すぎる」の 4 動詞を含め















版のデータである。検索はオンライン検索ツール「中納言」を利用し、2011 年 9～12 月に検索を
行った。なお、BCCWJ のデータは 2012 年 3 月頃に微修正を加えたものにバージョンアップされ
る予定であるが、本稿で扱った書籍及び白書のデータについてはその差異はきわめてわずかであ
る。検索を行った時点での BCCWJ のデータ量は表 1 のとおりである。なお、BCCWJ について
は、前川 (2008, 2009) を、この調査で使用した書籍の部分については山崎 (2009) を参照された
い。 
 
表 1 BCCWJ のデータ量 
サブコーパス ジャンル サンプル数 語数（万） 
 書籍 10,105 2,849 
出版サブコーパス 雑誌 1,989 443 
 新聞 1,479 138 
図書館サブコーパス 書籍 10,461 3,011 
 白書 1,500 488 






 広報紙 354 400 
特定目的サブコーパス ベストセラ  ー 1,377 371 
 Yahoo!知恵袋 91,445 1,028 
 Yahoo!ブログ 52,680 1,027 
 韻文 253 23 
 法律 346 100 
 国会会議録 159 510 














































キー：（語彙素 LIKE ″＿％捲る″）WITH OPTIONS unit 
＝″2″ AND tglWords＝″100″ AND tglKugiri＝″″ AND tglFixVariable＝″2″ 





































複合動詞の総延べ語数は 29254 語で、約 3 万語に上った。各後項動詞の使用頻度（延べ語数）は
表 2 のとおりである。 
表 2 で使用頻度が圧倒的に高いのは、4500 語を超える「だす」「こむ」の 2 動詞で、これらを
後項動詞とする複合動詞は、本調査における全複合動詞の約 32％を占めている。次に造語力の高




籍に出現する約 3 万語の複合動詞の中で、本調査で対象とした 11 の後項動詞から成る複合動詞で




表 2 26 後項動詞使用頻度順  表 3 26 後項動詞の異なり語頻度順 
 後項動詞 延べ語数   後項動詞 異なり語数 
1 だす 4683  1 はじめる 471 
2 こむ 4609  2 つづける 342 
3 つける 2484  3 あう 237 






5 あう 1907  5 だす 217 
6 かける 1321  6 こむ 179 
7 はじめる 1319  7 なおす 128 
8 つく 1275  8 あげる 103 
9 あわせる 1274  9 きる 102 
10 あがる 1249  10 かける 94 
11 いれる 1216  11 つける 88 
12 つづける 1087  12 おわる 60 
13 すぎる 797  13 あがる 57 
14 たつ 665  14 つく 54 
15 きる 613  15 いれる 52 
16 なおす 572  16 あわせる 41 
17 たてる 560  17 たてる 38 
18 でる 386  18 でる 38 
19 かかる 272  19 まくる 38 
20 ぬく 224  20 かかる 35 
21 いる 125  21 ぬく 28 
22 おわる 123  22 いる 25 
23 こめる 106  23 たつ 21 
24 まくる 58  24 とおす 13 
25 とおす 53  25 こめる 9 
26 なおる 38  26 なおる 4 
 合計 29254   合計 2694 
 
表 3 で上位に「はじめる」「つづける」「すぎる」が来ているのは、3.1 節で述べたように、結合
の可能性を持つ動詞が多数あるため、当然の結果だと考えられる。延べ語数が多く使用頻度が高
い後項動詞を見ていくと、異なり語数も多いという傾向が見られる。しかし、使用頻度が高けれ





















「あう」の異なり語数は 237 語で、延べ語数 4500 語以上の「だす」と「こむ」を上回っている。
また延べ語数が 665 語で 26 動詞中 14 位の「たつ」は異なり語数が 21 語であるが、延べ語数が
613 語の「きる」は異なり語数が 102 語、延べ語数 572 語の「なおす」は 128 語で、「たつ」の異
なり語数の 5～6 倍となっている。この数値は、延べ語数が 1200 語台で 8 位から 11 位の「つく」



















ここでは試みに延べ語数が 1000 語以上のものは上位 4 語の場合と 8 語の場合、1000 語未満のも
のは上位 2 語の場合と 4 語の場合についてそれぞれ全体数における使用割合を調べた。その結果
を表 5 に示す。 
 
表 5 22 後項動詞の使用頻度上位語が全体に占める割合 
 後項動詞 延べ語数 異なり語数 語数 A 使用割合 語数 B 使用割合
1 だす 4683 217 4 38％ 8 50％ 
2 こむ 4609 179 4 19％ 8 31％ 
3 つける 2484 88 4 50％ 8 65％ 
4 あげる 2238 103 4 45％ 8 62％ 
5 あう 1907 237 4 35％ 8 48％ 
6 かける 1321 94 4 53％ 8 71％ 
7 つく 1275 54 4 51％ 8 68％ 
8 あわせる 1274 41 4 70％ 8 80％ 
9 あがる 1249 57 4 50％ 8 67％ 
10 いれる 1216 52 4 72％ 8 79％ 
11 たつ 665 21 2 72％ 4 82％ 
12 きる 613 102 2 18％ 4 34％ 
13 なおす 572 128 2 39％ 4 49％ 
14 たてる 560 38 2 41％ 4 57％ 
15 でる 386 38 2 25％ 4 45％ 
16 かかる 272 35 2 44％ 4 61％ 
17 ぬく 224 28 2 50％ 4 67％ 
18 いる 125 25 2 38％ 4 54％ 
19 こめる 106 9 2 72％ 4 88％ 






21 とおす 53 13 2 57％ 4 79％ 
22 なおる 38 4 2 87％ 4 100％ 
注：A 使用割合は上位 2 語と 4 語の場合でB 使用割合は上位 4 語と 8 語の場合である。 
 
表 5 からわかるように、上位 2 語あるいは 4 語という非常に限られた数の語だけで使用割合が
全体の 50％を超える後項動詞が 22 語中 11 語もある。範囲をもう少し広げ、上位 4 語あるいは 8
語までとすれば、それらの語の使用割合が全体の約 50％あるいは 50％を超える後項動詞は 22 語













「だす」は村田 (2008) のパイロット研究でも造語力は 26 語中 1 位であった。使用頻度上位 8
語のみで全体の 50％を占めている。最上位は 562 語の「取り出す」で、次が 455 語の「作り出す」、
396 語の「生み出す」351 語の「思い出す」と続く。少し離れて 268 語の「引き出す」、さらに半




































む」を後項動詞とする複合動詞は、「だす」とは傾向が異なり、使用頻度が 200 語を超す語は 2
語のみで、100 語台が 11 語、それ以下は徐々に頻度が落ちていく形で、個々の複合動詞の頻度が





この 17 語の意味特徴を整理する。姫野 (1999) は「こむ」の意味を二つに分類し、一つは「内部
移動」（主体あるいは対象がある領域の中へ移動すること）、もう一つは「程度進行」（動作・作用







































































以外にも「風味」「香り」が用いられ、使用頻度は全体の約 3 分の 1 と高かった。 
5.1.3 つける 


























できる。また、「結び付ける」は、上記の例のように「A とB を」「A をB と」「A をB に」「A に













便形を含めて 10 語を挙げている。上記 3 語「取り付ける」「結び付ける」「張り付ける」はいずれ
もこの 10 語の中に入り、それぞれ対応語として「取り付く」「結び付く」「張り付く」を持ってい
る。ここで表 4 の「つく」の項目を見ると、それぞれの語の頻度は「結び付く」が 233 語で第 2





















「あげる」を後項動詞とする複合動詞は、使用頻度上位 5 語による使用で全体の約 52％を占め
る。頻度順に「取り上げる」「仕上げる」「作り上げる」「引き上げる」「持ち上げる」である。「あ
げる」を後項動詞とする複合動詞はすべて語彙的複合動詞である。 
























「あう」を後項動詞とする複合動詞は、使用頻度上位 9 位（10 語）による使用が全体の約 53％
を占める。使用頻度は「出会う」が 305 語と際立って多く、159 語の「付き合う」、133 語の「話
し合う」がそれに続き、4 位の「見合う」は 3 位の「話し合う」の使用数の約半分で 100 語を下
回り、「似合う」「向き合う」「絡み合う」「重なり合う」と頻度は逓減する。「知り合う」と「立ち







































には特徴があり、73 例中 71 例が「A がB に見合う」の形で用いられていた。具体例としては「活
動に見合った食事量」「技術革新に見合った法律」「人口の増加に見合う形で」「人間の感性にみあ
った意欲的な再開発」「最低一万円の代金に見合う演技」「診療報酬に見合っていない」「販売コス
トに見合わない」がある。一方、「A が B と見合う」の形で用いられているのは以下の 2 例のみ
であった。 














ワイアンシャツが似合うヤツ」がある。後者の「A はB が似合う」の原形は「A（に）はB が似
合う」だと考えられるが、格助詞「に」が落ちる例が多いことから、指導の際には「A はB が似
合う」の形での練習が必要であろう。 









た。また「絡み合う」の特徴として副詞「複雑に」と結びつく例が多数あり、58 例中 20 例に上
っている。「重なり合う」は意味特徴としては「物理的接触－重複」である。具体例としては「聖

































を後項動詞とする複合動詞が一番多く 1319 語で、次が 1087 語の「つづける」、その次が 797 語の
「すぎる」で、最後が予想通り 123 語の「終わる」である。各後項動詞の中で頻度が高い複合動詞
を見ていく。 






































が非常に少なく、その中で頻度第 1 位は 123 語中 21 語を占める「食べ終わる」、第 2 位は 13 語の
「使い終わる」で、「使い終わる」と結合している名詞は「注射器／水／パソコン／顆粒タイプの
だし」などであった。 
６．お わ り に 
本研究では、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（書籍コーパス）の自然科学系ジャンル（自
然科学と技術・工学）の文章を対象に、複合動詞の後項動詞となる 26 動詞を検索した結果、延べ
語数 29254 語、異なり語数 2694 語の複合動詞が抽出され、その動詞としての用法について使用傾
向を調べた。その結果、後項動詞「だす」「こむ」「つける」「あげる」「あう」によって構成され
る複合動詞の使用が全体の 5 割以上を占めていることがわかった。また、「はじめる」「つづける」


























2) 姫野 (1999) によると、「創出」は人が何らかの手段で無の状態から対象を生じせしめ、前項動詞はその方法を
示し、創作活動、加工作業に関するものが主である。 
3) 姫野 (1999) によると、「顕現」は対象がもともとそこにあって、人の知覚に触れないでいたものが、変化が加
わり、見えたり聞こえたりするようになって存在が明らかになることである。 
4) 姫野 (1999) p. 119 参照。 
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